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このたび、ライオンズクラブ国際協会３３４－Ｃ地区ガバナー
として、皆様とともに新しい年度を迎えることができましたこ
とを、心より感謝申し上げます。今日まで受け継がれてきたラ
イオンズの誇りある歴史と伝統を重んじつつ、私たちは次代に
向けて新たな一歩を踏み出す責務を担っております。

私のスローガンは「Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 新たな奉仕に一歩を踏み出
そう」です。ここには、私たちが現状に安住するのではなく、社
会の変化を的確に受け止め、未来を見据えた新しい奉仕に挑
戦していこうという強い思いを込めています。そのためには、
まず過去を検証して社会のニーズをつかみ、私たちが本当に
必要とされる奉仕の形を見極めていくことが重要です。ライ
オンズの原点は「奉仕」にありますが、その形は時代とともに
変化してきました。今こそ、地域に根差しながらも世界を視野
に入れ、より柔軟で多様な活動を展開する時であると確信し
ております。

第一に、私たちは地域社会への深い貢献を続けなければな
りません。献血活動、清掃奉仕、青少年の健全育成、災害支援
など、クラブが長年培ってきた活動は、地域住民の信頼を集め
ています。しかし現代社会が直面する課題は、少子高齢化、貧
困問題、孤独や孤立、そして自然災害への備えといった複雑か
つ多岐にわたるものです。従来の活動に加えて、子ども食堂の
支援やフードドライブ、環境保全活動など、地域の実情に即し
た取り組みを積極的に推進してまいります。

第二に、ＬＣＩＦ（ライオンズクラブ国際財団）への理解と協力
を一層深めることが重要です。ＬＣＩＦは世界中で災害復興、疾
病予防、青少年育成、視力保護など多くの事業を展開し、国際
的な奉仕の中核を担っています。３３４－Ｃ地区においても、吉
田ＬＣＩＦコーディネーターを中心に、各クラブの役員・会員の皆
さまに理解を広めるセミナーを開催し、積極的な寄付活動を
推進してまいります。特に、会員一人ひとりが１００ドル寄付に
取り組み、１００％クラブを一つでも多く増やすことを目標に掲
げます。その達成は地区全体の誇りとなり、同時に世界の人々
の生活を支える大きな力となります。私たちの小さな一歩が、
未来を大きく変えるのです。

第三に、会員増強と次世代リーダーの育成は地区の永続的
な発展に不可欠です。全国的に会員数の減少が課題となって

いますが、私たちは「仲間を増やすこと」そのものが新しい奉
仕の第一歩であると考えます。クラブ支部制度の活用、女性や
若者が参加しやすい雰囲気づくりを通して、多様な人材を受
け入れる土壌を整えてまいります。また、ＧＬＴ・ＧＭＴ・ＧＥＴの
各コーディネーターと連携し、リーダーシップ研修や交流の機
会を充実させ、次代を担う人材を育成してまいります。

第四に、クラブ間の協力と地区内の一体感を大切にしてい
きます。各クラブは独自の歴史と特色を持ちながらも、「Ｗｅ 
Ｓｅｒｖｅ」という共通の理念のもとに結ばれています。ゾーンや
リジョンを超えた合同奉仕や交流活動を積極的に推進し、相互
に学び合い、支え合うことで、より大きな成果を上げることが
できます。地区としての結束を強めることは、対外的な信頼に
も直結します。

さらに、私が特に強調したいのは「新たな挑戦を恐れない精
神」です。時代は急速に変化しており、デジタル化や国際化が
進む中で、奉仕活動の方法も新しい発想が求められています。
オンラインを活用した情報発信や会員交流、ＳＮＳを通じた広
報活動、そして地域や行政、教育機関、企業との連携は、私た
ちの活動を一層広げていく可能性を秘めています。「できない
理由」を探すのではなく、「どうすればできるか」を考え、一歩
を踏み出す勇気を持つことこそが、ライオンズの精神を体現
する道だと考えます。

もちろん、新しいことに挑戦するには不安や困難が伴います。
しかし、私たちにはライオンズの長い歴史と、先輩方が築いて
くださった実績という大きな支えがあります。そして何より、奉
仕の心で結ばれた仲間が全国、全世界に存在しています。この
絆を力に変え、私たちは必ず未来を切り拓くことができると信
じています。

私の活動方針の根底にあるものは、「一人ひとりができるこ
とから始める」という考えです。大きな活動も、小さな一歩の
積み重ねから始まります。会員一人ひとりが自らの役割を見つ
け、積極的に行動することで、クラブは力強く前進し、地域に必
要とされる存在であり続けることができます。

ライオンズクラブの合言葉「Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ」は、奉仕の原点で
あり永遠の指針です。そして「新たな奉仕に一歩を踏み出そ
う」という私のスローガンは、その精神を未来へつなぐため
の呼びかけです。そして同時に、過去を検証し、社会のニーズ
を的確につかむことが、私たちが未来へ進むための確かな羅
針盤となるのです。どうか、３３４－Ｃ地区の皆さま一人ひとり
がこの思いを胸に刻み、ともに歩んでいただきたいと願って
おります。

結びにあたり、地区のすべてのクラブ、すべての会員の皆さ
まのご理解とご協力に心より感謝申し上げます。私たちの活
動は、地域の人々の笑顔となり、希望となり、未来をつくります。
どうか今年度、「Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 新たな奉仕に一歩を踏み出そう」
の精神のもと、共に挑戦し、共に喜びを分かち合い、ライオン
ズクラブの新しい歴史を築いてまいりましょう。

地区ガバナー 杉 山 節 雄

GOVERNOR APPEAL

地区ガバナーアピール

A.P.シン国際会長と
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ライオンズクラブ国際協会３３４－Ｃ地区の皆様
におかれましては、日頃から、環境保全や青少年の
健全育成などの様々な社会貢献活動を通じ、県内各
地域の課題解決に多大な貢献をいただいております
ことに、厚くお礼申し上げます。

貴協会におかれましては、３３４－Ｃ地区の６９
クラブ統一奉仕の日に一致団結して実施された
「フード・ドライブ事業」をはじめ、能登半島豪雨
災害やロサンゼルス大火災で被災された方への義援
金による支援など、幅広い分野での活動に取り組ま
れており、深く敬意を表します。

そして今年度は、アクティビティスローガンを
「Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 新たな奉仕に一歩を踏み出そ
う」と定め、特に「子どもの貧困問題」に取り組む
ことを重点目標として掲げ、フード・ドライブ事業
とともに、生活困窮者や子ども食堂への支援に力を
入れられると伺っております。これまで培われてこ
られた豊富な経験を活かし、より良い地域社会の実
現を担うリーダーとして、引き続き御活躍されます
ことを御期待申し上げます。

本県では現在、急速な時代の変化に的確に対応し、
新しい時代を切り拓いていくため、県民一人ひとり
の幸福実感を重視する「ウェルビーイング」の視点
を取り入れた「次期総合計画」の策定作業を進めて
おります。新たな計画のもと、行政と、県民、企業、
団体等の多様な主体が効果的に連携することにより、
オール静岡で「幸福度日本一の静岡県」の実現を目
指しておりますので、皆様におかれましても引き続
きお力添えを賜りますよう、お願い申し上げます。

結びに、ライオンズクラブ国際協会３３４－Ｃ地
区のますますの御発展と、会員の皆様の御多幸と御
健勝を心から祈念申し上げまして、私のメッセージ
といたします。

静 岡 県 知 事

鈴 木 康 友

MESSAGE

静岡県知事メッセージ
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前 地 区 ガ バ ナ ー 鷹 嶋 邦 彦 小 山

第一副地区ガバナー 浜 松有 賀 公 哉

第二副地区ガバナー 池 谷 　 勝 沼 津
千 本

静 岡キ ャ ビ ネ ット 幹 事 青 野 博 志

静 岡キ ャ ビ ネ ット 会 計 横 川 泰 之

齊 藤 高 生 浜 松 ７１ＺＣ

飛田紗有李 磐 田 ３２ＺＣ

平 野 善 巳 浜 北 3３ＺＣ

雜 賀 祥 宣 大 東 4４ＺＣ

佐 野 一 夫 静 岡 橘 ５１ＺＣ

下 坂 晃 己 清 水 ４２ＺＣ

鈴 木 洋 夫 藤 枝 ４３ＺＣ

杉 山 和 幸 静 岡 巽 ５４ＺＣ

三 島 時 政 沼津中央 ５１ＺＣ

河 西 哲 夫 富士タカオカ ５２ＺＣ

荻 嶋 由 明 小 山 4３ＺＣ

杉 山 俊 明 富士宮中央 2４ＺＣ

杉 山 利 勝 熱 海 ６１ＺＣ

井 口 　 学 三 島 10２ＺＣ
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１
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２
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３
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４
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地区ガバナー
第一副地区ガバナー
第二副地区ガバナー
キャビネット幹事
キャビネット会計
ＧＭＴコーディネータ―
ＧＥＴコーディネーター

ＧＬＴコーディネーター
ＧＳＴコーディネーター
WYPＴコーディネーター
ＺＣ
アラート委員長
マーケティング委員長
上記各副コーディネーター

ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム

地
区
Ｇ
Ｍ
Ａ
・

三 島会 則 委 員 長 渡 邉 英 正
静 岡
リバティＹ Ｃ Ｅ 委 員 長 岡 田 　 弘

静 岡年 次 大 会 委 員 長 小 林 敏 宏
榛 南ＬＣＩＦコーディネーター 吉 田 正 義

藤 枝ア ラ ー ト 委 員 長 杉 山 　 肇
下 田ＧＳＴコーディネーター 中 田 　 衛

清 水
日本平ＧＬＴコーディネーター 橋 本 直 美

静 岡青少年・ライオンズクエスト委員長
（兼）キャビネット副幹事 平 井 敏 晃

浜 松薬物乱用防止委員長 宮 本 　 宏
富 士
マウント

マーケティング・L情報
テクノロジー委員長 服 部 伸 也

静 岡
青 葉小児がん対策委員長 森 　 勝 久

静岡葵ＧＥＴコーディネーター
（兼）キャビネット副幹事 小笠原英訓

静 岡
芙 蓉

ＧＭＴコーディネーター
（兼）キャビネット副幹事 小 林 嘉 久

静 岡
青 葉

WYPTコーディネーター
（兼）キャビネット副幹事 森 　 勝 久

静 岡献眼・献腎・献血委員長 松 浦 秀 三

浜 松Ｙ Ｃ Ｅ 副 委 員 長 髙 田 弘 明

ライオンズクラブ国際協会334－C地区（静岡県）組織表 （2025～2026年度）
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）
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杉
山
節
雄

浜松・浜松葵・浜松東・浜松南・浜松リバティ・浜松グリーン・
浜松さくら

磐田・森町・袋井

湖西・浜北・三ヶ日

掛川・菊川・大東・御前崎

静岡・静岡葵・静岡橘・静岡青葉・静岡芙蓉

清水・清水羽衣・蒲原・清水日本平

藤枝・島田・焼津・榛南

静岡駿府・静岡けやき・静岡リバティ・静岡弥生・静岡巽

沼津・沼津千本・沼津香陵・沼津中央・沼津駿河

富士吉原・富士岳南・富士タカオカ・富士中央・富士マウント

御殿場・裾野・小山・長泉

富士宮・富士宮中央

熱海・伊東・下田・東伊豆・西伊豆・河津

三島・修善寺・大仁・土肥・函南・伊豆長岡・三島泉・中伊豆・
天城湯ヶ島・韮山

◇ＧＥＴ/ＷＹＰＴ副コーディネーター　※ＬＣＩＦ副コーディネーター　□ＧＭＴ副コーディネーター　＊ＧＬＴ副コーディネーター　☆ＧＳＴ副コーディネーター
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バ
ナ
ー
諮
問
機
関

キャビネット構成員

ラ
イ
ン
部
門

ス
タ
ッ
フ
部
門

会
計
監
査

名 誉 顧 問 会
名 誉 顧 問 ・ 元 地 区 ガ バ ナ ー 元 地 区

ガバナー

岡
野
良
隆
森

町

西
川
恒
彦
富
士
宮

佛
井
正
夫
清
水
日
本
平

坂
倉
三
吉
下

田

橋
本
勝
策
焼

津

大
石
淸
美
浜
松
ホ
ス
ト

久
保
田
紀
之
富
士
中
央

岩
﨑
一
雄
沼
津
千
本

松
生
宏
文
静
岡
青
葉

長
岡
安
成
裾

野

斉
藤
　
守
浜
松
葵

柳
原
宏
行
島

田

議長

藤
井
嗣
也
静
岡
駿
府

鷹
嶋
邦
彦
小

山

前
田
　
磨
三

島

太
田
厚
利
袋

井

会 計 監 査 委 員 小 山湯 山 和 行

会 計 監 査 委 員 下 田遠 藤 一 郎

１
Ｒ 二 橋 嘉 則 三ヶ日

２
Ｒ 今 野 英 明 榛 南

３
Ｒ 佐 野 信 彦 富士タカオカ

４
Ｒ 井 川 秀 一 伊豆長岡

対

策

委

員

W
Y
P
T・小
児
が
ん

１
Ｒ 石 田 晴 久 湖 西

２
Ｒ 案 間 一 博 藤 枝

３
Ｒ 遠 藤 　 豪 小 山

４
Ｒ 前 田 義 之 三 島

献
腎
・
献
血
委
員

Ｇ
Ｓ
Ｔ
・
献
眼
・

１
Ｒ 田 村 誠 宏 浜 松

２
Ｒ 中 込 裕 一 静岡橘

３
Ｒ 塩 見 政 美 沼津中央

４
Ｒ 遠 藤 孝 司 修善寺

Ｌ
情
報
委
員

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

１
Ｒ 松 田 智 照 磐 田

２
Ｒ 大多和利昌 清 水

３
Ｒ 塩 川 　 進 富士宮

４
Ｒ 相 川 　 守 熱 海

Ｙ
Ｃ
Ｅ
委
員

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
・

１
Ｒ 浅 井 正 人 大 東

２
Ｒ 久保田達也 静岡巽

３
Ｒ 北 條 　 慶 富士タカオカ

４
Ｒ 石 井 孝 事

◇

※

□

＊

☆ 伊 東

薬
物
乱
用
防
止
委
員

青
少
年・ク
エ
ス
ト・

地区ガバナー
第一副地区ガバナー
第二副地区ガバナー
キャビネット幹事
キャビネット会計
ＧＭＴコーディネータ―
ＧＥＴコーディネーター

ＧＬＴコーディネーター
ＧＳＴコーディネーター
WYPＴコーディネーター
ＺＣ
アラート委員長
マーケティング委員長
上記各副コーディネーター

ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム

地
区
Ｇ
Ｍ
Ａ
・

三 島会 則 委 員 長 渡 邉 英 正
静 岡
リバティＹ Ｃ Ｅ 委 員 長 岡 田 　 弘

静 岡年 次 大 会 委 員 長 小 林 敏 宏
榛 南ＬＣＩＦコーディネーター 吉 田 正 義

藤 枝ア ラ ー ト 委 員 長 杉 山 　 肇
下 田ＧＳＴコーディネーター 中 田 　 衛

清 水
日本平ＧＬＴコーディネーター 橋 本 直 美

静 岡青少年・ライオンズクエスト委員長
（兼）キャビネット副幹事 平 井 敏 晃

浜 松薬物乱用防止委員長 宮 本 　 宏
富 士
マウント

マーケティング・L情報
テクノロジー委員長 服 部 伸 也

静 岡
青 葉小児がん対策委員長 森 　 勝 久

静岡葵ＧＥＴコーディネーター
（兼）キャビネット副幹事 小笠原英訓

静 岡
芙 蓉

ＧＭＴコーディネーター
（兼）キャビネット副幹事 小 林 嘉 久

静 岡
青 葉

WYPTコーディネーター
（兼）キャビネット副幹事 森 　 勝 久

静 岡献眼・献腎・献血委員長 松 浦 秀 三

浜 松Ｙ Ｃ Ｅ 副 委 員 長 髙 田 弘 明

ライオンズクラブ国際協会334－C地区（静岡県）組織表 （2025～2026年度）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

（
静
　
　
岡
）
Ｇ
Ａ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

杉
山
節
雄

浜松・浜松葵・浜松東・浜松南・浜松リバティ・浜松グリーン・
浜松さくら

磐田・森町・袋井

湖西・浜北・三ヶ日

掛川・菊川・大東・御前崎

静岡・静岡葵・静岡橘・静岡青葉・静岡芙蓉

清水・清水羽衣・蒲原・清水日本平

藤枝・島田・焼津・榛南

静岡駿府・静岡けやき・静岡リバティ・静岡弥生・静岡巽

沼津・沼津千本・沼津香陵・沼津中央・沼津駿河

富士吉原・富士岳南・富士タカオカ・富士中央・富士マウント

御殿場・裾野・小山・長泉

富士宮・富士宮中央

熱海・伊東・下田・東伊豆・西伊豆・河津

三島・修善寺・大仁・土肥・函南・伊豆長岡・三島泉・中伊豆・
天城湯ヶ島・韮山

◇ＧＥＴ/ＷＹＰＴ副コーディネーター　※ＬＣＩＦ副コーディネーター　□ＧＭＴ副コーディネーター　＊ＧＬＴ副コーディネーター　☆ＧＳＴ副コーディネーター

2025〜2026年度地区役員 “就任にあたっての抱負”

DISTRICT 334-C CABINET

新キャビネット紹介

前地区ガバナー
名誉顧問会議長

GMTコーディネーター
兼キャビネット副幹事

ＹＣＥ委員長

献眼・献腎・献血委員長

第一副地区ガバナー

GLTコーディネーター

アラート委員長

YCE副委員長

第二副地区ガバナー

GSTコーディネーター

年次大会委員長

会計監査委員 会計監査委員

キャビネット幹事

WYPTコーディネーター 兼小児がん
対策委員長 兼キャビネット副幹事

青少年・Lクエスト委員長
兼キャビネット副幹事

キャビネット会計

LCIFコーディネーター

薬物乱用防止委員長

GETコーディネーター
兼キャビネット副幹事

会則委員長

マーケティング・
L情報・テクノロジー委員長

今年度は名誉顧問会議長と
して頑張ります。ミッション
1.5とLCIFの目標達成に名
誉顧問会として協力します。

GMTコーディネーターとし
て会員増強に全力を尽くし
地区全体の奉仕の力を大き
くしていきたい。

国際交流がさかんな現代に
YCE事業は貴重な機会です。
派遣生・受け入れがスムーズ
に行われる様にしたい。

病気やけがで苦しむ方々の
命を救う貢献活動の歴史に
感謝し、この活動に新風を入
れ責務を全うする所存です。

杉山ガバナー年度の力と
なれるよう自身も学びを深
め、地区の発展の為に尽し
て参ります。

今期は次代を担う有能な若
い会員をリーダーとして育
て行く事を心掛け、各種研
修会を開催して参ります。

災害発生時災害援助活動を
ライオンズとして対応出来
る様準備するアラートの意
識付をお手伝いする。

YCE事業を深く探究し委員
長を全力で支え、次世代へ
繋ぐ国際交流推進に貢献し
ます。

杉山ガバナーの指導の基、
C地区の改革、発展に尽力
いたします。奉仕し共に喜
びを分かち合いましょう。

『一隅を照らす』与えられ
た責務を自分らしく全うす
る。奉仕事業、主に食料支
援に注力する。

第７２回地区年次大会に向
けて２R１Zのメンバ―と連
携しながら「記憶に残るよ
うな大会」を目指したい。

前年度キャビネット会計等
の経験を活かし重責を全う
しつつ、杉山地区ガバナー
を支えて行く所存です。

監査とは会計及び規約に基
づく整合性を調査しますが
世情に合った規約変更も視
野に入れて事に当たります。

杉山ガバナースローガンの
もと奉仕とライオンズの隆
盛と会員の皆様のお役に立
てるよう頑張って参ります。

みなさまと共にガバナー基
本方針の完遂とミッション
1.5達成の為微力ではあり
ますが精一杯努力致します。

ライオンズ活動を通し青少
年健全育成の為地域全体で
青少年を守り育てる環境づ
くりに貢献できたらと思い
ます。

この度キャビネット会計の
大役を拝命し、334-Cの為
に誠心誠意尽力いたしま
す。宜しくお願い致します。

杉山ガバナー基本方針のも
と地区内で多<の方にLCIF
活動ヘのご理解とご協力を
頂けるように務めます。

薬物乱用防止活動は、未来
を担う青少年への大切な奉
仕。杉山ガバナーの下で、更
なる活動の推進に務めます。

ライオンズクラブの未来を
見据え、仲間と協力しなが
ら魅力ある活動と会員増強
に全力で取り組んでまいり
ます。

近年、国際協会の会則変更
により各クラブへの速やか
な周知をできるよう活動し
ていきます。よろしくお願
いします。

マーケティング委員長とし
て委員会の皆さんと一緒に
LionPortal全員登録への
推進を図ります！！

鷹 嶋 邦 彦

小 林 嘉 久

岡 田 　 弘

松 浦 秀 三

有 賀 公 哉

橋 本 直 美

杉 山 　 肇

髙 田 弘 明

池 谷 　 勝

中 田 　 衛

小 林 敏 宏

湯 山 和 行 遠 藤 一 郎

青 野 博 志

森 　 勝 久

平 井 敏 晃

横 川 泰 之

吉 田 正 義

宮 本 　 宏

小 笠 原 英 訓

渡 邉 英 正

服 部 伸 也
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地区役員 “私の好きな言葉”
クラブ会長 “2025〜2026年度スローガン”

1R

WYPT・
小児がん対策委員

人間万事塞翁が馬
二 橋 嘉 則 石 田 晴 久 田 村 誠 宏 松 田 智 照 浅 井 正 人

三ヶ日

ＧＳＴ・献眼・献腎・
献血委員

継続は力なり

湖　西

マーケティング・
Ｌ情報委員

意志あるところに
道は開ける

浜　松

ＬＣＩＦ・ＹＣＥ委員

継続は力なり

磐　田

青少年・クエスト・
薬物乱用防止委員

子どもたちの
未来のために
平和な世界を

大　東

山 本 一 登
浜　松

【繋げ未来へ 築こう新たな 
WE SERVE】

受け継ぐ精神、挑む未来：
新たな「奉仕」の創造へ

村 松 正 規
磐　田

We Serve
ニーズに合った

奉仕活動

速 水 正 弘
菊　川

みんなで一歩
We Serve

山 口 成 規
浜松葵

完全燃焼

藤 江 正 敏
森　町

繋げよう ふるさと奉仕

中 井 誠 治
大　東

今できる 小さな奉仕を
続けよう

髙 橋 秀 幸
浜松東

感謝の気持ちを忘れずに 
未来へつなげ
“We serve”

村 越 和 彦
袋　井

仲間とともに奉仕活動 
“We Serve”

西 島 正 浩
御前崎

世代間の親睦を深め
地域に喜ばれる

身近な奉仕

片 桐 保 司
浜松南

広げよう 奉仕の心
深めよう みんなの絆！

小 池 六 法
湖　西

奉仕を楽しもう

清 水 正 信
浜松リバティ

団結・持続で、
笑顔のリバティ

小 畑 喜 義
浜　北

絆を深める奉仕活動

河 合 秀 顕
浜松グリーン

仲間と共に
笑顔で築こう

グリーンの奉仕

鈴木美千夫
三ヶ日

誠心誠意
鈴 木 一 守

浜松さくら

みんなで育てよう
さくらの和で
We Serve

松 下 一 徳
掛　川

Grow Together
縁を力に 仲間と挑み

共に輝く

1Z
浜　松

清くあかるく
素直であれ

齊 藤 高 生

2Z
磐　田

まずは
「人間を創れ 魂を磨け」

飛田紗有李

3Z
浜　北

待てば海路の日和あり
平 野 善 巳

4Z
大　東

君は君、我は我、
されど仲良き

雜 賀 祥 宣

ZC

R
委員

会長

1R OFFICERS

1R 新役員紹介
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地区役員 “私の好きな言葉”
クラブ会長 “2025〜2026年度スローガン”

2R

WYPT・
小児がん対策委員

天行は健なり君子は
以て自ら彊めて息まず

今 野 英 明
榛　南

ＧＳＴ・献眼・献腎・
献血委員

自信は『生まれつき』
ではなく『積み重ね』

案 間 一 博
藤　枝

マーケティング・
Ｌ情報委員

親しき仲にも礼儀あり
中 込 裕 一

静岡橘

ＬＣＩＦ・ＹＣＥ委員

一期一会
大多和利昌

清　水

青少年・クエスト・
薬物乱用防止委員

実るほど頭を垂れる
稲穂かな

久保田達也
静岡巽

杉 山 統 彦
静　岡

「やる気・本気・元気」で
We Serve

（心を一つに）

若 山 誠 治
蒲　原

ひろげよう奉仕
つなげよう心

石 川 幸 伸
静岡けやき

楽しもう奉仕の輪

佐 野 靖 浩
静岡葵

歴史に学び
未来につなげる葵の絆

原 川 佳 久
清水日本平

地域と共に、
奉仕でつなぐ
We Serve !

片 山 栄 範
静岡リバティ

より良い明日にするため
広げよう奉仕の輪

佐 野 正 房
静岡橘

前へ！
「We Serve」を
バージョンアップ

大 石 晴 久
藤　枝

共に考えよう！
奉仕の意義と
クラブの価値

杉 山 貞 利
静岡弥生

奉仕活動のさらなる
充実を目指して

筒 井 崇 史
静岡青葉

50年の歴史に感謝し、
さらなる拡大に力を注ぎ、
新たなWe Serveに挑戦

平 野 　 積
島　田

友愛と奉仕

淺 場 雅 樹
静岡巽

ネットワークを拡充し、
巽に新しい風を

小 澤 尋 昭
静岡芙蓉

未来へつなぐ
ー 絆を礎に ー

石 野 　 豊
焼　津

温めよう60年の歴史、
深めよう絆

髙 木  強
清　水

楽しんで We Serve!

鷺 坂 雄 二
榛　南

感謝55周年、
次なるステージへ

今こそ絆を深めよう

堀 　 哲 也
清水羽衣

We Serve
「奉仕の心を、行動に。」

榊 　 佳 之
静岡駿府

戦後80年 先人の熱い
思いを踏まえつつ、

新しい時代を模索する

1Z
静岡橘

気楽に 楽しく 機嫌よく
佐 野 一 夫

2Z
清　水

変化の先に進化あり
下 坂 晃 己

3Z
藤　枝

雲外蒼天
鈴 木 洋 夫

4Z
静岡巽

迷わず行けよ
行けば分かるさ

杉 山 和 幸

ZC

R
委員

会長

2R OFFICERS

2R 新役員紹介
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地区役員 “私の好きな言葉”
クラブ会長 “2025〜2026年度スローガン”

3R

WYPT・
小児がん対策委員

生涯現役
佐 野 信 彦
富士タカオカ

ＧＳＴ・献眼・献腎・
献血委員

般若心経の一句
「ぼじそわか」を実践する

遠 藤 　 豪
小　山

マーケティング・
Ｌ情報委員

高く登ろうと思うなら
自分の脚を使うことだ

塩 見 政 美
沼津中央

ＬＣＩＦ・ＹＣＥ委員

三人寄れば文殊の知恵
塩 川 　 進

富士宮

青少年・クエスト・
薬物乱用防止委員

質実剛健
北 條 　 慶
富士タカオカ

橋 本 賢 一
沼　津

Let’ｓ enjoy “We Serve”

齊 藤 哲 也
富士タカオカ

【心機一転】
新風吹き込み
新たな奉仕を！

鈴 木 　 弘
富士宮

楽しく奉仕
創ろう明るい未来！

服 部 正 明
沼津千本

奉仕も遊びも
笑顔の仲間で！

滝 　 庸 徳
富士中央

グッドスタンディング！
そこから始まる

奉仕の感動

渕 本 晃 司
富士宮中央

楽しく一緒に奉仕する
仲間の輪を拡げよう

松 井 泰 樹
沼津香陵

50th anniversary
＆ renovation

杉 山 　 弦
富士マウント

未来に繋ごう
奉仕の志

保 坂 　 巧
沼津中央

地域社会に寄り添う
We Serve

勝 亦 英 樹
御殿場

明るく 楽しく 謙虚に
We Serve

芹 沢 正 人
沼津駿河

奉仕ができる環境に
感謝、We Serve

赤 沼 道 也
裾　野

つながる想い、広がる奉仕
～ 未来への一歩を

ともに ～

勝 亦 匡 由
富士吉原

We Serve
『友・遊・裕・優』
You will serve

室 伏 辰 彦
小　山

まごころの奉仕
新たなプラス１で

未来へつなぐ

松 田 洋 一
富士岳南

共に築こう
奉仕の輪 友情の和

下 山 幹 夫
長　泉

感謝の心でWe serve
広げよう笑顔の絆

1Z
沼津中央

五事を正す
（貌言視聴思）
まずは貌より

三 島 時 政

2Z
富士タカオカ

匍匐前進
河 西 哲 夫

3Z
小　山

チャレンジとＲｅＭａｋｅ
荻 嶋 由 明

4Z
富士宮中央

深沈厚重
杉 山 俊 明

ZC

R
委員

会長

3R OFFICERS

3R 新役員紹介



THE LION TIMES 2025-2026  Vol.1

9

地区役員 “私の好きな言葉”
クラブ会長 “2025〜2026年度スローガン”

4R

ＷＹＰＴ・
小児がん対策委員

無用ノ用
井 川 秀 一

伊豆長岡

ＧＳＴ・献眼・献腎・
献血委員

敬天愛人
前 田 義 之

三　島

マーケティング・
Ｌ情報委員

為せば成る
為さねば成らぬ何事も

遠 藤 孝 司
修善寺

ＬＣＩＦ・ＹＣＥ委員

願わくば、
我に七難八苦を

与えたまえ

相 川 　 守
熱　海

青少年・クエスト・
薬物乱用防止委員

さまざまな概念に繋がる
無限を大事にする

石 井 孝 事
伊　東

細 谷 公 嗣
熱　海

道
みちしるべ

導となるライオンズクラブ
今もこれからも仲間と共に

飯 田 宣 夫
修善寺

“We Serve”
継続する力で前進しよう

飯 塚 菊 義
天城湯ヶ島

小さな積み重ね
心からの奉仕

井 戸 清 司
伊　東

原点回帰！
自由、信頼、英知の絆、

Peace begins with a smile

尾 沢 勇 紀
大　仁

奉仕に燃えよ！
大仁ライオンズ

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ

川 口 英 昭
韮　山

We Serve
身近な奉仕から

一歩ずつ

渡 邉 一 誠
下　田

地域に寄り添い
仲間と共に
We Serve!!

小長谷順二
土　肥

CN50
新たな気持ちで
〜We Serve〜

平 井 正 晴
東伊豆

地域とともに
We Serve

市 川 俊 司
函　南

例会充実楽しく活動、
貢献しよう Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ

国 本 正 徳
西伊豆

新たな組織への
transformation

（改革）

谷 口 幸 司
伊豆長岡

We Serve
楽しく笑顔で奉仕！

土 屋 雅 史
河　津

笑顔のために
今できることを―
河津ライオンズ

荻 野 　 豊
三島泉

楽しさと感動を共に
太 田 克 彦

三　島

相互扶助の精神で
心を込めた奉仕活動

鈴 木 伸 二
中伊豆

共に力を合わせ
未来へつなごう

We Serve

1Z
熱　海

水の中で泣いている人に
気づく人になりたい

杉 山 利 勝

2Z
三　島

一事貫行
井 口 　 学

ZC

R
委員

会長

4R OFFICERS

4R 新役員紹介
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ORLANDO 2025
107th LIONS CLUBS INTERNATIONAL CONVENTION

第 1 0 7 回 　 オ ー ランド 国 際 大 会

第１０７回国際大会は７月１３日から７月１７日までアメリカフロリダ州オーランドで開催されました。
７月１４日には全世界から参加した約８，０００名のライオンズによる国別の民族衣装など，特色を生かし

た華やかな演出で盛り上がったインターナショナルパレードが行われました。日本のパレードでは三三七拍
子を行うなどして盛り上げ，パレードコンテストでは，第二部門３位という結果でした。

当日は晴天で日差しも強く，暑い炎天下での熱気あふれるパレードとなりました。パレード後には杉山節
雄ガバナー主催３３４−Ｃ地区参加者による昼食会が行われ懇親を深めました。

REPORT

国際大会レポート
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７月１５日にはオレンジ・カウンティ・コンベンションセンターで開会式が開催され，音楽と光の演出が
世界中から集まったライオンズメンバーを迎えました。

開会式はテンポよく進められ，オリベイラ国際会長より，１年間の各国の活動についての総評と感謝が述
べられ終了しました。当地区からは杉山節雄地区ガバナー・有賀公哉第一副地区ガバナーと新旧のキャビ
ネット役員等３０名が参加しました。その夜には３３４複合地区合同晩餐会が開催されました。
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REPORT
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７月１７日，閉会式において２０２５～２０２６年度国際会
長にＬ．Ａ．Ｐ．ｓｉｎｇｈが就任しました。Ａ．Ｐ．ｓｉｎｇｈ
会長はインド出身の国際会長では歴代２人目となります。オリ
ベイラ国際会長からバトンを渡された新国際会長は就任演説で
『Lead to Serve, Serve to Lead.』（リーダーシップこそ奉
仕，奉仕こそリーダーシップ。）と訴えました。

会場では橋本勝策名誉顧問により杉山地区ガバナーエレクト
のエレクトリボンがはずされ，正式なガバナーとなるセレモ
ニーが行われました。杉山新地区ガバナーは，当地区の参加者
に囲まれ「Ｉ Ｗｉｌｌ」と歓喜の声をあげてセレモニーは無
事終了しました。

これから一年間３３４－Ｃ地区メンバーの皆様には，大変お
世話になります。暖かいご理解ご協力をお願い申し上げ，オー
ランド国際大会の報告とさせていただきます。
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２０２５年８月１日（金）１１時００分、地区ガ
バナー就任挨拶として、杉山節雄地区ガバナー、青
野博志キャビネット幹事・横川泰之キャビネット会
計の３名で静岡県庁知事室に表敬訪問を実施しまし
た。

鈴木康友静岡県知事と名刺交換、自己紹介の後、
意見交換の中で、今年度の活動方針やライオンズク
ラブによる様々な活動、特に「青少年の貧困問題」
「フードドライブ」「食糧支援」「災害援助」等を説
明させていただきました。

鈴木知事は、ライオンズの災害支援活動もよく理
解しておられ、当３３４－Ｃ地区への協力について
も約束していただき、和やかな雰囲気の中、表敬訪
問を終了しました。

CONVERSATION

静岡県知事 表敬訪問



THE LION TIMES 2025-2026  Vol.1

15

キャビネット会議会場

●９／３（水）	 第７２回複合地区年次大会第１回
実行委員会

●９／７（日）	 夏季派遣青少年帰国報告会
●９／１８（木）	 第７２回地区年次大会第１回実行

委員会
●９／２５（木）	 第１回WYPT・小児がん対策委員会
●９／３０（火）	 前年度地区会計最終監査
●１０／２（木）	 第１回地区マーケティング・L情報

委員会
●１０／９（木）	 第２回ガバナーチーム会議
	 第１回地区GMA・アラートチーム会議
●１０／１２（日）	地区６７クラブ統一奉仕の日
	 「フード・ドライブ」
●１０／２１（火）	第２回キャビネット会議

１.	 ２０２５～２６年度地区ガバナー公式訪問スケジュール表等について
２.	 　　　〃　　　　　地区組織に基づく会議並びに各種セミナー，年次大会予定
３.	 　　　〃　　　　　地区運営に関する諸手続き，要領，地区役員選出の確認事項等
４.	 地区役員選出の申し合わせ事項
５.	 ゾーンＧＭＴ・ＧＬＴの設置について
６.	 地区災害時緊急連絡網の編成について
７.	 次世代リーダー育成研修会開催について
８.	 各種記念式典に関する基準・プロトコール
９.	 地区ガバナー公式訪問と，ＺＣクラブ訪問時，その他の祝儀
	 キャビネット幹事・会計担保の件，地区ガバナー代行者選定の件
10.	 第７２回地区年次大会表彰規定
11.	 １０月１２日「ライオンズ６７クラブ統一奉仕の日」について
12.	 ２０２５～２０２６年度　キャビネット会計予算
13.	 　　　〃　　　　　　　　キャビネット資金取扱銀行
14.	 　　　〃　　　　　　　　旅費規程
15.	 　　　〃　　　　　　　　地区慶弔規定
16.	 　　　〃　　　　　　　　ＺＣ活動費の申請方法と支給について
17.	 　　　〃　　　　　　　　会計監査委員略歴紹介と承認について

去る７月２９日（火）静岡市において今年度第１回キャビネット会議が開催されました。今年度一年間の
地区運営方針が提示され，協議事項等全ても承認されて無事終了しました。

当日承認された各項目は次の通りです。詳細は第１回キャビネット会議資料・議事要録でご確認下さい。
（議事要録は地区ホームページ「会員専用」コーナーに掲載）

９月～１１月キャビネットスケジュール

※１０月は地区統一アクティビティ月間です。
★地区ガバナー公式訪問の日程は除きます。

２号誌もＷｅｂ版になります。

◆表紙について
表紙のテーマは「静岡市素敵ポイント」です。

２０２５～２０２６年度　第1回キャビネット会議報告

INFORMATION

事務局だより

逝去日 物故ライオン名 所属クラブ

6月14日 Ｌ加　藤　　　隆 榛　　南ＬＣ
7月12日 Ｌ佐　野　義　正 蒲　　原ＬＣ

２０２５年６月〜７月　物 故 ラ イオ ン
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